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「気持ちを込めて」「気持ちを込めて」

空手元旦初稽古の１コマ。空手元旦初稽古の１コマ。
お腹の底から声を出すと心も体もお腹の底から声を出すと心も体も
引き締まります。引き締まります。
突き出す拳に気持ちを込めて。突き出す拳に気持ちを込めて。
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町
民
町
民
の

期
待
期
待
を

担
う
担
う
1212
人人
①これからのまちづくりで最も
必要だと考えること

②任期中に行いたいこと、心が
けたいこと

③趣味

―
 

新
し
い
議
会
議
員
を
紹
介
し
ま
す ―

※掲載は立候補届出順

①地域経済が低迷している今、基
幹産業である農業の再生と企業
の人材採用、企業等の誘致など
積極的な活動が急務であると考
えます。

②農、工、商の連携で生産・開発・
製造・販売に至るノウハウを会
得し、町民と共に考えて行動し、
ブランド化や地産地消などを踏
えて産業振興に取り組みたい。

③カラオケと家庭菜園です。

森田　潔
さん

小今戸・
　自営業

①これからの時代は人づくりが重
要。教育や生涯学習を充実させ、
若い人が定住できる、住みたい
と考える町づくりが必要だと考
える。

②高齢化社会をささえる若者が定
住できる環境を整備する。（早期
光通信の開設、子育て支援など）
町民の目線に立った議員活動を
心がけます。

③犬の散歩、温泉めぐり

伊藤　譲
さん

海老沢・
　会社役員

①我が町の『安心、安全』をベース
に希望が持てるふるさとづくり
が基本となる。高齢化が進む今、
地域の情報を提供し合い、最低
限住民の命を守る、共助、公助
による仕組みづくりが大切な時
代となる。

②働く場を失うことが社会減を引
き起こし、地域の活力を奪って
いくので、働く場を増やしたい。

③カラオケ、詩吟、こけし収集

半田　鋭
さん

街道・
　農業
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①人口減少が地域活動に影響を及
ぼし、町の活力が徐々に殺がれ
ている。難題だが若者が町を離
れず働ける場所の確保が最重要
課題だ。

②この町のみんなが温もりと優しさ、
楽しさや安心を実感できる様な、
そしてもっと元気のある町づくり
を目指して提言して参ります。

③特にありませんが強いて言えば
500歳野球でしょうか。

藤田　英次
さん

田中・
　会社役員

①少子高齢化が益々進む中、町の
無駄を無くし、福祉の町づくり
を考え地域のコミュニティ活動
を奨め、安心・安全の町づくり
をしていきたいと考えます。

②生産基盤の更なる確立をし東部
地区基盤整備を行い、農業に元
気を与え町に活力を与えたい。

③スポーツ鑑賞

工藤久兵衛
さん

大麦・
　農業

①自家農作物の自給自足への認識
を深め、近隣と互助活動するこ
と等を通し、心の豊かさを広げ
る。また行政サービスと自主活
動の調和に心がけたい。
②議員として、自省に基づき、主
体性をもって議会活動に徹した
い。また行政の執行に対する協
議を重ね、効率的な結論を目指
したい。
③山歩き、登山、雑読書

伊藤　勝義
さん

小泉・
　農業

① 10～ 20 年先を見据えた町づくり
の行財政収支を考え、地方公務員
法の範囲内で最大限民間に事務委
託できる所は委託し、町職員の人
員を減らす。又目先にとらわれな
い町政を行い、収支のバランスの
取れた町づくりを進めていきたい。

②これから将来井川町をになう学
生の為、学資資金制度の充実を
図りたい。

③旅行・温泉

遠藤　清孝
さん

今戸・
　会社役員

① 21 世紀を育てる青少年の健全育
成、特に学力教育の充実、スポー
ツの振興等。

②少子高齢化対策。毎年毎年高齢
者の方が他界して人口減少が急激
に進んでいる町の活性化の為には
人口減対策が最重要課題と思いま
す。高齢者へのサービスを更に一
歩強化し考えるべきである。

③農を愛し、すべての動植物を愛し特に花卉園
芸全般、観音竹の鑑賞を楽しみにしている。

白川　雅孝
さん

街道・
　農業

①住民、行政、議会の三位一体と
なったまちづくりを、強力に推
し進めること。

②足腰の強い農業の振興、企業誘
致、教育や福祉のさらなる充実
など、住民の目線に立って、元
気で夢のあるまちづくりを心が
けたい。

③旅行

藤田　俊悦
さん

新屋敷・
　農業

①相互の助け合いと絆の強い地域作
りに情熱を注ぎ、安定した農政確
立と国と地方、郡市と農村の格差
是正のため井川町から県、国へ現
状を強く発信していきます。

②選挙中に出会った皆様の顔とい
ろいろなその時の言葉を忘れな
いこと。

③小川での釣り

齋藤　紀男
さん

赤沢・
　農業

①人口減・商工業・健康・所得対
策など、あらゆる面で農業振興
は欠かせない。中長期的視点で
の施策が重要と考える。

②二元代表制である以上、行政監
督はもちろんの事、「くらしの防
波堤」として、政策立案に今ま
で以上力を注ぎたい。

③スーパーの野菜売場めぐり

石井　茂
さん

綱木沢・
　農業

①②当面は、自立を選択した井川町、
財政、人員で町民の皆様には、ある程
度不自由をかける面もあると思うが、
町職員と共に我が町という認識の基、
あらゆる面で他町の模範となる町づ
くりに心がけたい。私の好きな言葉
に、前へ、希

のぞみ

望という言葉があります。
急な変化でなく、一歩一歩、井川町が
発展していくことを希

のぞみ

望ます。
③趣味というより、実益を兼ね山登りを
行い、自然に親しむことが好きです。

草階　広治
さん

八幡・
　農業
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選 挙 の 結 果

当日有権者数　　　4,813 人

投 票 総 数　　　4,021 人

有 効 票 数　　　3,986 票

投 票 率　　　83.54％

　
各候補の投票は次のとおりです。

当　469票　　齋藤　紀男　　67歳　無現

当　400票　　伊藤　譲　　　52歳　無現

当　366票　　遠藤　清孝　　54歳　無新

当　362票　　白川　雅孝　　67歳　無現

当　306票　　草階　広治　　53歳　無現

当　299票　　工藤久兵衛　　71歳　無現

当　281票　　藤田　英次　　65歳　無現

当　265票　　藤田　俊悦　　60歳　無現

当　264票　　石井　茂　　　50歳　共現

当　260票　　森田　潔　　　54歳　無現

当　243票　　伊藤　勝義　　64歳　無現

当　239票　　半田　鋭　　　66歳　無現

次　230票　　鷲谷　一四　　67歳　無新

（按分票の小数点以下は切り捨てました）

町民と町政とのかけ橋

町民の代表 12 人決まる

井川町議会議員選挙

有権者数 投票者数 投票率（％）

第１投票所
（井内分館）

　318 　279 87.74

第２投票所
（コミュニティセンター）

　606 　482 79.54

第３投票所
（小泉分館）

　451 　390 86.47

第４投票所
（町民体育館）

　461 　398 86.33

第５投票所
（上村分館）

　510 　415 81.37

第６投票所
（健康センター）

1,391 1,144 82.24

第７投票所
（今戸分館）

　785 　663 84.46

第８投票所
（海老沢分館）

　240 　204 85.00

第９投票所
（大台生改センター）

　　51 　　46 90.20

任
期
満
了
に
伴
う
井
川
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
は
、
１
月
15
日
告
示
さ
れ
、
20
日
に
町
内
９

箇
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
定
数
12
人
に
対
し
て
現
職

11
人
、
新
人
２
人
の
13
人
が
立
候
補
し
、
少
数

激
戦
の
選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
当
日
は
朝
か
ら
雪
で
時
折
吹
雪
く
厳
し

い
空
模
様
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
投
票
率
は

前
回
平
成
16
年
の
町
議
選
を
２
・
７
２
ポ
イ
ン

ト
下
回
る
83
・
54
％
で
し
た
。

開
票
は
午
後
７
時
か
ら
役
場
大
会
議
室
で
、

各
候
補
の
支
持
者
な
ど
が
見
守
る
な
か
作
業
が

進
め
ら
れ
、
午
後
８
時
す
ぎ
に
渡
部
選
挙
管
理

委
員
長
が
開
票
結
果
を
発
表
し
、
新
し
く
12
人

の
議
会
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
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井
川
町
消
防
団
の
前
身
で
あ
る
下

井
河
消
防
組
が
今
戸
町
内
で
組
織
以

来
、
今
年
で
１
０
０
年
と
な
っ
た
。

明
治
41
年
、
請
願
に
よ
り
発
足
し
、

費
用
は
全
額
を
今
戸
町
内
の
寄
付
に

よ
っ
た
。
翌
42
年
に
は
浜
井
川
地
区

に
も
消
防
組
が
発
足
し
て
い
る
が
、

全
村
を
組
織
化
し
た
の
は
大
正
末
期

だ
っ
た
。明
治
30
年
代
末
に
は
今
戸
・

浜
井
川
地
区
で
火
災
が
相
次
い
で
い

る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
が
消
防
組
の

発
足
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。
以
来
、
今
日
ま
で
地
域
防
災
の

要
と
し
て
長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
て

き
た
。
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

こ
れ
に
ち
な
み
、
今
年
の
出
初
式

終
了
後
、
第
１
分
団
の
現
役
・
O
B

が
集
い
消
防
発
足
１
０
０
年
を
祝
う

会
が
行
わ
れ
た
。
地
域
を
守
る
気
概

に
満
ち
満
ち
た
す
ば
ら
し
い
会
だ
っ

た
。
発
足
当
時
の
纏
（
ま
と
い
）
が

披
露
さ
れ
た
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

保
存
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
現
団
員

の
中
に
は
消
防
組
以
来
、
一
家
で
４

代
目
が
３
人
、
３
代
目
が
５
人
い
る

そ
う
だ
。
中
山
金
四
郎
元
消
防
団
長

や
団
員
た
ち
が
昭
和
年
代
に
古
老
か

ら
歴
史
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た

り
、
記
録
を
掘
り
起
こ
す
活
動
も
続

け
て
き
た
。そ
の
発
表
も
行
わ
れ
た
。

消
防
に
つ
い
て
は
、
今
戸
地
区
に

は
独
特
の
気
風
が
脈
づ
い
て
い
る
こ

と
は
私
自
身
、
町
長
就
任
直
後
か
ら

気
が
つ
い
て
い
た
。
現
役
団
員
た
ち

は
「
器
材
の
整
備
で
あ
れ
日
常
活
動

で
あ
れ
先
輩
た
ち
に
顔
向
け
で
き
な

い
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
」
と
、
口

を
そ
ろ
え
て
き
た
。
歴
史
を
掘
り
起

こ
す
活
動
、
一
家
で
３
代
、
４
代
と

団
員
を
務
め
る
こ
と
も
そ
の
一
環
で

消
防
団
誕
生
の
地
の
誇
り
を
強
く
印

象
づ
け
る
も
の
だ
。
ま
た
、
そ
う
し

た
こ
と
が
よ
き
伝
統
と
も
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
、
思
う
。
合
併

後
も
部
落
有
林
を
伐
採
し
、
自
動
車

ポ
ン
プ
を
村
に
寄
贈
し
て
い
る
。

今
日
、
消
火
活
動
の
主
役
は
常
備

消
防
に
ゆ
ず
っ
た
と
は
言
え
、
消
防

団
は
地
域
防
災
の
中
核
を
担
っ
て
い

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
大
雪
や

風
水
害
、
大
地
震
な
ど
で
は
地
元
事

業
に
精
通
し
た
即
時
対
応
力
は
高
齢

化
社
会
の
中
で
は
い
よ
い
よ
重
要

だ
。
要
員
の
動
員
力
は
常
備
消
防
を

上
回
る
。
地
域
と
の
密
着
性
の
有
無

は
住
民
の
生
死
に
か
か
わ
る
こ
と
に

も
な
る
。
全
国
的
に
は
消
防
団
員
の

減
少
が
深
刻
で
、
問
題
視
さ
れ
て
い

る
が
、
消
防
発
足
１
０
０
年
を
機
に

あ
ら
た
め
て
地
域
防
災
の
要
で
あ
る

消
防
団
に
想
い
を
致
し
た
い
。

臨
時
議
会

臨
時
議
会【

総
務
産
業
常
任
委
員
会
】

委
員
長　
　

 

半
田　
　

鋭

副
委
員
長　
　

 

石
井　
　

茂

委　

員　
　
　

 

伊
藤　

勝
義

委　

員　
　
　

 

藤
田　

英
次

委　

員　
　
　

 

遠
藤　

清
孝

委　

員　
　
　

 

齋
藤　

紀
男

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
】

委
員
長　
　

 

草
階　

広
治

副
委
員
長　
　

 

伊
藤　
　

譲

委　

員　
　
　

 
工
藤
久
兵
衛

委　

員　
　
　

 
森
田　
　

潔

委　

員　
　
　

 

白
川　

雅
孝

委　

員　
　
　

 

藤
田　

俊
悦

【
議
会
運
営
委
員
会
】

委
員
長　
　

 

工
藤
久
兵
衛

副
委
員
長　
　

 

藤
田　

英
次

委　

員　
　
　

 

伊
藤　

勝
義

委　

員　
　
　

 

森
田　
　

潔

委　

員　
　
　

 

藤
田　

俊
悦

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長　
　

 

藤
田　

英
次

副
委
員
長　
　

 

伊
藤　
　

譲

委　

員　
　
　

 

石
井　
　

茂

委　

員　
　
　

 

森
田　
　

潔

委　

員　
　
　

 

遠
藤　

清
孝

委　

員　
　
　

 

白
川　

雅
孝

【
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
】

　
　
　
　
　

 

工
藤
久
兵
衛

　
　
　
　
　
　

 

森
田　
　

潔

　
　
　
　
　

 

藤
田　

俊
悦

【
八
郎
潟
町
井
川
町
衛
生
処
理
施
設
組
合
議
会
議
員
】

　
　
　
　
　

 

石
井　
　

茂

　
　
　
　
　
　

 

遠
藤　

清
孝

　
　
　
　
　

   

白
川　

雅
孝

【
八
郎
湖
周
辺
清
掃
事
務
組
合
議
会
議
員
】

　
　
　
　
　

 

伊
藤　

勝
義

　
　
　
　
　
　

 

伊
藤　
　

譲

【
監
査
委
員
】

　
　
　
　
　

 

藤
田　

英
次

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
、
同
補
充
員

に
は
次
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
選
挙
管
理
委
員
】

　
　

中
山
金
四
郎
（
小
今
戸
・
再
）

　
　

二
田　

一
朗
（
大　

台
・
再
）

　
　

遠
藤
清
太
郎
（
今　

戸
・
再
）

　
　

藤
田　
　

勇
（
新
屋
敷
・
新
）

【
同
補
充
員
】

　
　

伊
藤
喜
巳
男
（
大　

倉
・
再
）

　
　

森
田　

鉄
夫
（
小
今
戸
・
再
）

　
　

伊
藤　

忠
雄
（
横　

岡
・
再
）

　
　

渡
部　

昇
悦
（
新　

間
・
新
）

議長に

齋藤紀男
副議長に

藤田俊悦

改
選
後
初
の
臨
時
町
議
会
が
２

月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
は
１
日
間
、
こ
の
日
議
席

が
決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
正
・
副

議
長
や
各
常
任
委
員
の
選
任
が
行

わ
れ
、
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま

し
た
。

議
長
、
副
議
長
お
よ
び
各
常
任

委
員
会
の
委
員
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
議　

長
】　

 

齋
藤　

紀
男

【
副
議
長
】　

 

藤
田　

俊
悦

さん

さん
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■
住
民
税
の
申
告
相
談
日
程

月　

日

相
談
受
付
対
象
地
区

会
場
・
時
間
等

２
月
／

７
日
（
木
）

大
台
、
井
内　
　
　
　
　

会
場‥

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
葹 

田
）

時
間‥

９
時
15
分
か
ら
16
時
ま
で

※
２
月
18
日
は
15
時
ま
で

８
日
（
金
）

井
内
、
仲
台

12
日
（
火
）

大
麦
、
寺
沢
、
綱
木
沢

13
日
（
水
）

葹
田
、
館
岡
、
赤
沢

14
日
（
木
）

八
幡
、
大
倉
、
保
野
子

15
日
（
金
）

宇
治
木
、
小
泉

18
日
（
月
）

新
間

19
日
（
火
）

東
部
地
区
全
域

会
場‥

役
場 

大
会
議
室

時
間‥

９
時
15
分
か
ら
16
時
ま
で

20
日
（
水
）

今
戸

21
日
（
木
）

今
戸

22
日
（
金
）

小
今
戸

25
日
（
月
）

全
町

26
日
（
火
）

新
屋
敷
・
さ
く
ら

27
日
（
水
）

街
道

28
日
（
木
）

田
中

29
日
（
金
）

西
部
地
区
全
域

■
申
告
が
必
要
な
人

●
20
年
１
月
１
日
現
在
、
井
川
町
に

住
所
が
あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

・
19
年
中
に
不
動
産
、
農
業
、
営

業
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
方

・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
町

へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
方

・
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
済
み

の
方
で
あ
っ
て
も
医
療
費
控
除
、

住
宅
取
得
控
除
を
受
け
ら
れ
る

方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

・
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

町
に
提
出
さ
れ
た
給
与
支
払
報

告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

以
外
の
収
入
が
あ
っ
た
方

■
申
告
す
る
必
要
が
な
い
方

●
勤
務
先
で
年
末
調
整
済
み
で
、
給
与

所
得
以
外
に
所
得
の
な
か
っ
た
方

●
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
方

■
申
告
に
必
要
な
も
の

●
事
前
に
配
布
し
た
町
県
民
税
申
告

書
と
印
か
ん

●
平
成
19
年
度
中
に
支
払
っ
た
生
命

保
険
料
、地
震
（
損
害
）
保
険
料
、

医
療
費
の
領
収
書
と
そ
の
際
に
係

っ
た
電
車
賃
や
バ
ス
賃
な
ど
の
交

通
費
の
領
収
書
、
ま
た
は
そ
れ
ら

を
記
録
し
た
も
の

●
給
与
所
得
者
の
場
合
、
勤
務
先
か

ら
交
付
さ
れ
た
源
泉
徴
収
票
、
ま

た
は
事
業
主
か
ら
の
支
払
証
明
書

●
自
営
業
の
場
合
、
売
上
げ
・
仕
入

れ
等
の
帳
票
及
び
帳
簿
、
必
要
経

費
等
の
領
収
書

■
所
得
控
除
を
受
け
る
場
合

◇
社
会
保
険
料
控
除

・
19
年
中
に
納
め
た
健
康
保
険
料
、

国
保
税
、
国
民
年
金
な
ど
に
支

払
っ
た
金
額
が
確
認
で
き
る
書

類
・
領
収
書

◇
生
命
（
地
震
）
保
険
料
控
除

・
19
年
分
の
控
除
証
明
書

住民税住民税の
申告相談が
始まります

平
成
20
年
度
「
住
民
税
の
申
告
相

談
」が
２
月
７
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

必
要
な
書
類
等
を
持
参
し
て
、
指
定

さ
れ
た
日
時
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申
告
さ
れ
た
所
得
に
つ
い
て
は
町

県
民
税
だ
け
で
な
く
国
保
税
の
所
得

割
課
税
の
対
象
と
な
る
も
の
で
す
。

所
得
の
状
況
を
よ
く
知
っ
て
い
る
方

が
申
告
し
て
、
納
得
の
い
く
課
税
と

な
る
よ
う
、
申
告
相
談
を
行
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

□受付期間　２月７日（木）～３月17日（月）
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月　

日

相
談
受
付
対
象
地
区

会
場
・
時
間
等

３
月
／

２
日
（
日
）

全
町

会
場‥

役
場 

大
会
議
室

時
間‥

９
時
15
分
か
ら
16
時
ま
で

４
日
（
火
）

羽
立

５
日
（
水
）

小
竹
花
、
中
下
村
、
上
村

６
日
（
木
）

坂
本
、
横
岡
、
大
野
地

７
日
（
金
）

海
老
沢

10
日
（
月
）

全
町

11
日
（
火
）

全
町

12
日
（
水
）

全
町

13
日
（
木
）

全
町

14
日
（
金
）

全
町

16
日
（
日
）

全
町

17
日
（
月
）

全
町

【問い合わせ】
井川町役場
税務町民課 税務班

電話（874）4414
有線 4500・4411

◇
医
療
費
控
除

・
19
年
中
に
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
金
額
が
確
認
で
き
る
領
収
書

な
ど

・
高
額
医
療
費
給
付
金
や
医
療
保

険
か
ら
の
受
給
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
の
金
額
を
確
認
で
き
る

書
類

◇
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除

・
配
偶
者
・
扶
養
控
除
対
象
者
に

収
入
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

人
の
19
年
中
の
収
入
金
額
が
分

か
る
書
類
・
源
泉
徴
収
票
な
ど

◇
障
害
者
控
除

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

◇
そ
の
他
の
所
得
控
除

・
所
得
控
除
の
内
容
を
証
明
ま
た

は
確
認
で
き
る
書
類
な
ど

【
農
業
を
営
ん
で
い
る
方
の
場
合
】

☆
平
成
19
年
度
分
の
申
告
か
ら
「
農

業
所
得
簡
易
計
算
」
は
廃
止
と
な

り
ま
す
。
す
べ
て
の
農
家
が
収
支

計
算
に
よ
り
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

収
入
・
支
出
の
帳
簿
及
び
そ
の
根

拠
と
な
る
帳
票
・
領
収
書
等
を
準

備
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
農
協
等
か
ら
農
産

物
販
売
金
額
及
び
転
作
に
関
す
る

補
助
金
、
拠
出
金
が
記
載
さ
れ
た

証
明
書
を
か
な
ら
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

平成20年 1月 1日現在で
井川町に住んでいましたか？

平成19年中に収入がありましたか？

その収入は農業によるものですか？

税務署に確定申告をしますか？

申告が必要です 申告する必要はありません

収入は給与所得のみで、勤務先から井川町
に給与支払報告書が提出されていますか？

収入は公的年金によるものだけですか？

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ はい

年金収入の合計額は、
103万円以下ですか？

（昭和18年 1月 2日以前に
生まれた方は153万円以下）

はいいいえ

わたしは住民税の申告が必要ですか？

※
会
場
で
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
申
告
相
談
対
象
町
内

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇秋田北税務署からのお知らせ◇

■秋田北税務署では、東北税理士会秋田北支部
の協力により、「税理士による無料相談」を
下記のとおり行います。

　□秋田市役所土崎支所会場
　　2月 25日（月）～２月29日（金）
　□ジョイフルシティ男鹿会場
　　２月27日（水）～２月29日（金）

【問い合わせ】　秋田北税務署　
　　　　　　　電話０１８（８４５）１１６１

■東北税理士会秋田支部では、支部独自の「確
定申告無料相談」を行います。

　□秋田市役所土崎支所
　　２月22日（金）

【問い合わせ】　東北税理士会秋田北支部事務局
　　　　　　　電話０１８（８３２）２３３１
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【
感
謝
状
】

▼
消
防
組
結
成
１
０
０
周
年

第
１
分
団

▼
退
職
団
員

渡
部
津
代
志
（
元
分
団
長
）

湊　
　
　

均 

（
元
副
分
団
長
）

湊　

光
與
志
（
元
部
長
）

伊
藤　

敏
博
（
元
団
員
）

工
藤　

作
夫
（
元
団
員
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

▼
有
功
章

本
部　
　

 

副
団
長 

伊
藤　

一
義

第
５
分
団 

副
分
団
長 

鈴
木　

一
二

▼
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）

第
１
分
団 

分
団
長 

浅
野　

龍
夫

第
７
分
団 

副
分
団
長 

小
林　

浩
次

▼
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）

第
１
分
団 

副
分
団
長 

中
道　

正
信

▼
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）

第
２
分
団 

副
分
団
長 

桜
庭　

新
一

第
４
分
団 

副
分
団
長 

児
玉　

武
夫

第
２
分
団 

部
長 

小
林　

信
由

第
６
分
団 

部
長 

幡
宮　

功

第
７
分
団 

部
長 

三
浦　

俊
雄

第
７
分
団 

団
員 

石
井　

隆
夫

▼
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）

第
３
分
団 

部
長 

湊　
　

一

第
６
分
団 

班
長 

鈴
木　

正
彦

第
８
分
団 

班
長 

三
浦　

睦

第
３
分
団 

団
員 

湊　
　

秀
光

【
井
川
町
長
表
彰
】

15
年
間
無
火
災
表
彰　

第
６
分
団

７
年
間
無
火
災
表
彰　

第
５
分
団

６
年
間
無
火
災
表
彰　

第
２
分
団

６
年
間
無
火
災
表
彰　

第
３
分
団

１
月
４
日
、
新
春
恒
例
の
井
川
町
消

防
団
出
初
め
式
が
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
底

冷
え
す
る
寒
さ
の
中
、
分
団
旗
を
掲

げ
た
各
分
団
員
と
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車

が
、
町
長
の
観
閲
を
受
け
な
が
ら
勇
壮

に
分
列
行
進
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
長
期
勤
続
団
員
や
消
防

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
や
団
体
に
感
謝

状
・
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
齋
藤
町
長
が
「
昨
年
の
大
雨
で
他
市

町
村
で
被
害
を
受
け
た
な
か
本
町
が
持

ち
こ
た
え
た
の
は
団
員
の
働
き
が
あ
っ

た
か
ら
。
消
防
団
員
無
く
し
て
住
民
の

安
心
安
全
は
守
れ
な
い
。
今
後
湖
東
消

防
の
合
併
を
控
え
、
消
防
団
の
役
割
は

よ
り
重
要
に
な
る
。
住
民
の
安
心
安
全

を
第
一
に
一
層
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
。
最
後
に
消
防
団
員
全
員
で
決

意
表
明
文
を
読
み
上
げ
、
地
域
の
安
全

と
無
火
災
へ
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

４
年
間
無
火
災
表
彰　

第
４
分
団

４
年
間
無
火
災
表
彰　

第
８
分
団

３
年
間
無
火
災
表
彰　

第
１
分
団

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章

（
10
年
以
上
勤
続
し
、
成
績
優
秀
で
あ
る
者
）

第
２
分
団 

班
長 

田
中　

和
彦

第
５
分
団 

班
長 

渡
邊　

正
美

第
１
分
団 

団
員 

中
道　

角
栄

第
１
分
団 

団
員 

鎌
田　

顕

第
１
分
団 

団
員 

遠
藤　

真
毅

第
１
分
団 

団
員 

武
田　

健
一

第
２
分
団 

団
員 

藤
田　

修
三

【
秋
田
県
消
防
協
会
男
鹿
南
秋
支
部
表
彰
】

▼
七
年
勤
続
団
員

第
１
分
団 

団
員 

鈴
木　

大
樹

第
１
分
団 

団
員 

伊
藤　

敦
也

第
２
分
団 

団
員 

遠
間　

康

▼
優
良
消
防
団
員

第
２
分
団 

団
員 

八
柳　

紀
之

第
３
分
団 

団
員 

戸
塚　

徹

第
５
分
団 

団
員 

伊
藤　

正
志

第
７
分
団 

団
員 

安
田　

清
光

第
７
分
団 

団
員 

斎
藤　

聡

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

―
 

安
心
安
全
な
地
域
の
た
め
に　

誓
い
新
た
に ―
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街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

2月の公民館行事

「秋田県蔵書検索ネットワーク」

　県立図書館の本を町公民館で借りることができます。

《利用の仕方》
①お探しの本が公民館図書室にない場合、職員にお尋

ねください。

②職員がコンピューターで県立図書館の蔵書を検索し

ます。

③希望の本が見つかり、貸し出し可能の場合は、申し

込みから３日程度で町公民館に届きます。

④読み終わったら公民館に返却してください。

◆送料の負担はありません。

◆問い合わせ

　詳しくは、町公民館または県立図書館企画協力担当

　（TEL８６６－８４００）へ。

みんな　か・だ・れ

　子どもから高齢者まで集い、ふれあいながら地域の

人の技を学びます。

　どなたでも気軽に参加してください。　

■と　き：２月17日（日）午前10時～　

■会　場：井川町公民館  

■内　容：料理　太巻き寿司、きなこ巻き

■会　費：１人　200円

■募集人数：50人

■申込み：２月 13日（水）まで公民館へ申し込んで下さい。

※井川町公民館（TEL　８７４－４４２２)

　　　　　　　（有線　４５３８）

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

　最近入った図書を紹介します。ご利用ください。

【子どもの本】

・きつねのでんわボックス 戸田和代/ 金の星社

・あしたからは名探偵 杉山亮/ 偕成社

・角野栄子の小さな童話たち １～４ ポプラ社

・トイレのおかげ 森枝勇司/ 福音館書店

・しあわせおにぎり つちだよしはる/ あかね書房

【大人の本】

・沖で待つ 絲山秋子/文芸春秋

・冷蔵庫のうえの人生 アリス・カイパース/ 文芸春秋

・老い力 佐藤愛子/ 海竜社

・対談笑いの世界 桂米朝・筒井康隆/ 朝日新聞社

・楽園　上・下 宮部みゆき/ 文芸春秋

・こころの処方箋 河合隼雄 / 新潮社

・寂聴源氏塾 瀬戸内寂聴 / 集英社

・ユニクロＶＳしまむら 月岡博 / 日本経済新聞出版社

・うちの親には困ったものだ バーバラ・ケイン

　　　老いた親とうまくつきあう法 /草思社

・こうちゃんの簡単料理レシピ 相田幸二 / 宝島社

・清らかな厭世　言葉を失くした日本人へ

阿久悠/ 新潮社

・冠婚葬祭マナー事典 小学館

2
月
の
公
民
館
活
動

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

いい汗流そう！健康づくり 毎週木曜日10:00、19：00 町民体育館

英 会 話 教 室 毎週水曜日 19：00 公 民 館

フラダンス教室 2日、16日（火） 10：00 公 民 館

井川高齢大学・大学院 22日（金） 9：30 公 民 館

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

いかわキッズクラブ 17日（日） 7：30 阿仁スキー場

和太鼓サークル 9日、23日（土） 公 民 館

いかわ元気アップ塾 毎週火曜日10:00、19：00 町民体育館
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消防・防災　守り続けて 100年

今戸消防団100周年記念式典

明治 41 年に当時の今戸部落で「下井河消

防組」として初の消防団が結成されてから

100周年を迎え、記念式典が今戸コミュニティ

センターで開かれました。

現在町では 150人の消防団員が、消防団本

部と 8つの分団で活動しています。火災だけ

ではなく、災害や大雪時など住民の安心安全

には欠かすことができない組織です。

大活躍を町民に報告

スポ少ミニバス全町パレード

１月５日から７日にかけて行われた全県大

会で男子優勝、女子３位と大活躍をみせたミ

ニバススポーツ少年団が全町をパレードし、

町民のみなさんに笑顔で報告を行いました。

雪が降り気温も低いなかでのパレードとな

りましたが、バスの窓を開けて元気に手を振

る子供たちに各地域の沿道からは大きな歓声

と拍手がおくられました。

地域経済の活性化に向けて

湖東３町商工会賀詞交歓会

会では、企業の代表者から推薦のあった従

業員の方々に「商工業永年勤続優良従業員」

として表彰状が、商工共済等の普及に貢献さ

れた方々に感謝状が贈られました。

その後「地域経済振興への提案」をテーマ

に行われた記念講演に参加者たちは真剣な表

情で聞き入り、地域経済の活性化に向けて意

見を交わしました。

静かに熱い戦い

井川町新春囲碁・将棋大会

町環境センターで行われた新春囲碁・将棋

大会では、集まった愛好家たちが、静粛な雰

囲気の会場に一手指すごとに引き締まった音

を響かせながら熱戦を繰り広げました。

【囲碁の部】　　　　　【将棋の部】

優　勝  遠藤政勝(今戸)　優　勝  森　清明(羽立)

準優勝  細川隆文(街道)　準優勝  幡宮昭男(街道)

３　位  鈴木秀彦(保野子)　３　位  湊　富夫(坂本)

10

１/４

１/７

１/13

１/27
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魁杯争奪第36回県ミニバスケットボール交歓大会
兼第30回県スポーツ少年団大会（秋田市）

強いぞ井川 !!　男子優勝　女子３位
秋田市で行われた魁杯争奪第36回県ミニバスケットボー

ル大会第 30 回県スポーツ少年団大会で、男鹿潟上南秋代

表として出場した井川スポーツ少年団は男女とも素晴らし

い成績を収めました。

男子は準決勝までは圧倒的な力で順調に勝ち上がり、迎

えた決勝戦では、手に汗握る熱戦の末六郷アスパルズを 39

対 36 で破り見事７年ぶり２回目の優勝を飾りました。こ

のあと３月に東京で開催される全国大会に出場します。

女子は準決勝で、優勝した浅舞チームと大接戦を繰り広

げ、27対 28 と惜しくも１点差で涙をのみましたが、堂々

の第 3位。3月には岩手で開催の東北大会に出場します。

【男子】　　　　　　　　   【女子】

２ 回 戦　56－18 東　　　　１ 回 戦　63－21 山田
準々決勝　48－36 岩崎　　　２ 回 戦　50－26 土崎
準 決 勝　46－23 雄物川　　準々決勝　49－41 牛島
決　　勝　39－36 六郷　　　準 決 勝　27－28 浅舞

ベストファイブ　　　　　　 ベストファイブ
畠山大輝・八柳翔紀　　　　 半田莉菜

第21回柔道スポーツ少年団交流鏡開き大会（町民武道館）

　

【団体の部】

　　優　勝　　井川スポーツ少年団

【個人の部】

　　３年　　第３位　　小沼美沙樹（さくら）

　　４年　　優　勝　　澤橋　海斗（羽　立）

　　５年　　準優勝　　渡部　悦史（新　間）

　　６年　　準優勝　　武田　慎司（さくら）

　　　　　　第３位　　工藤　綾　（大　麦）　　

スポーツの結果ですスポーツの結果です

１/６

１/５～７

１/27

第44回全町バスケットボール大会（町民体育館）

【町内の部】
 　　　優　勝　　上村町内
【男子有志の部】
 　　　優　勝　　井川クラブ
　　　 ２　位　　井川中学校A
【女子有志の部】
　　 　優　勝　　井川中学校B
　　　 ２　位　　チーム盛りざかり

【スリーポイント男子】小林昌太（井川中）

【フリースロー男子】20代・鷲谷泰樹（海老沢）

　30代・半田秀人（田中）/40代・湊一（坂本）

　50代以上・中山英悦（街道）

【スリーポイント女子】伊藤侑里加（井川中）

【フリースロー女子】　湊麻衣子（横岡）
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自
動
車
の
登
録
手
続
き

年
度
末
を
待
た
ず
に
お
早
め
に

年
度
末
、
運
輸
支
局
の
自
動
車
検
査
・
登

録
窓
口
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

特
に
３
月
中
旬
以
降
は
、
自
動
車
税
課
税

基
準
日
（
４
月
１
日
）
前
に
名
義
変
更
や
抹

消
登
録
手
続
き
を
行
う
方
々
に
よ
る
駆
け
込

み
申
請
及
び
車
検
車
両
の
増
加
に
よ
り
大
変

混
雑
し
、
申
請
者
の
皆
様
に
は
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
諸
手
続
き
を
ご
予
定
の
方
は
、

年
度
末
前
の
比
較
的
混
雑
の
少
な
い
３
月
上

旬
ご
ろ
ま
で
に
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

登
録
手
続
き
に
関
し
て
は
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

電
話
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
１
２

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
運
輸
支
局

電
話
０
１
８
（
８
６
３
）
５
８
１
１

秋
田
運
輸
支
局
か
ら
お
知
ら
せ

灯
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
町
民
生
活
へ
の

影
響
に
対
処
す
る
た
め
、
町
で
は
灯
油
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
２

月
中
に
申
込
に
必
要
な
書
類
を
送
付
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
通
知
が
な
い
場
合
で
も
次
の
対
象

世
帯
に
該
当
す
る
方
は
町
健
康
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
世
帯

　

①
70
歳
以
上
の
方
の
み
の
高
齢
者
世
帯

　

②
障
害
者
世
帯
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜

３
級
所
持
者
、
精
神
福
祉
保
健
手
帳
１

級
及
び
療
養
手
帳
A
所
持
者
）

　

③
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
世
帯

　

④
母
子
、
父
子
世
帯

　

⑤
要
介
護
度
４
・
５
の
介
護
者
の
い
る
世
帯

　

⑥
生
活
保
護
世
帯

非
課
税
世
帯
の
方
へ
〜　

町
で
は
灯
油
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■
支
給
条
件

　

・
平
成
19
年
度
の
町
民
税
非
課
税
世
帯

　

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
（
入
院
）
し
て

い
な
い
こ
と

　

・
基
準
日
は
平
成
20
年
１
月
１
日
と
す
る

（
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
）

■
申
込
期
間

　

平
成
20
年
３
月
14
日
（
金
）
ま
で

■
支
給
金
額

　

１
世
帯
に
つ
き
１
０
、０
０
０
円

■
支
給
方
法

　

申
請
者
の
口
座
に
振
り
込
み

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場 

健
康
福
祉
課

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線
４
４
３
２

高
齢
者
に
か
か
る
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

障
害
者
控
除
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
・

地
方
税
法
の
規
程
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
ほ
か
、
身
体

障
害
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
町
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
を
障
害
者
控
除
の
対
象
者
と
し

て
い
ま
す
。

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
は
、
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
申
請
書
に
障
害
部
分
に
よ
る

手
帳
の
診
断
書
を
添
え
て
町
長
に
提
出
し
、

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
が
な
く
て

も
、
寝
た
き
り
状
態
で
あ
る
方
で
住
民
税
申

告
相
談
時
に
申
告
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
障

害
者
控
除
対
象
者
と
し
て
控
除
し
て
い
ま
し

た
が
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
障
害

者
手
帳
の
な
い
方
、
寝
た
き
り
等
で
な
い
方

が
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は

申
請
し
、認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場 
健
康
福
祉
課

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線
４
４
３
２
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源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合
、所
得
税
法
上
の
「
雑
所
得
」

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受

給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
「
公
的
年
金
等
源
泉

徴
収
票
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
公

的
年
金
等
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、
平
成
19
年

中
に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
・
源
泉
徴
収
税
額
・

扶
養
親
族
等
の
内
訳
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る
方
な
ど
は
、
確

定
申
告
の
際
に
こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課
税

の
た
め
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

職
員
を
装
っ
た
不
審
電
話
に
ご
注
意
を

現
在
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
送
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
あ
た
っ
て
、

A
T
M
（
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詐
欺
な
ど

の
犯
罪
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
A
T
M

の
操
作
を
行
っ
た
り
、
個
人
情
報
を
教
え
た

り
す
る
こ
と
は
ぜ
ず
、
社
会
保
険
事
務
所
等

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

ね
ん
き
ん
特
別
便
が
届
い
た
方
へ

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
ね
ん
き
ん
特
別

便
で
お
知
ら
せ
し
た
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
加
入
期
間
が
あ
る
方
を
対
象
に
出
張
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

■
日　

時

　

平
成
20
年
２
月
12
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場　

所　
　

五
城
目
町
民
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
送
ら
れ
た
方
（
受

給
者
）
の
う
ち
、
年
金
加
入
記
録
に
訂
正
の

必
要
が
あ
る
方
ま
た
は
内
容
に
つ
い
て
詳
し

い
相
談
を
受
け
た
い
方
で
、
社
会
保
険
事
務

所
に
来
所
で
き
な
い
方

※
「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
と
「
年
金
証

書
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
社
会
保
険
事
務
所

電
話
０
１
８
（
８
６
３
）
２
３
９
９

福祉の相談窓口

秋田県福祉相談センターでは、高

齢者、身体・知的・精神障害者、児

童・女性に関する福祉、心の健康な

ど福祉のあらゆる分野の相談を受け

付けています。

時間　平日 　 8：30～ 19：00

　　　土日祝 10：00～ 18：30

福祉相談ダイヤル

０１８（８３１）２９４０

建
築
士
を
お
宅
ま
で
派
遣
し
ま
す

県
で
は
、
県
民
の
皆
様
か
ら
の
木
造
住
宅

に
お
け
る
耐
震
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、

無
料
で
受
け
付
け
る
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
る
方
へ
は
、
建
築

士
を
お
宅
に
派
遣
し
、
無
料
で
簡
易
な
耐
震

診
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。（
平
成
20
年
３
月

末
ま
で
）

■
相
談
窓
口

　

（
社
）
秋
田
県
建
築
設
計
事
務
所
協
会

■
電
話
番
号

０
１
２
０
（
０
１
４
）
８
０
９

■
応
対
時
間

　
　

平
日
（
月
〜
金
）

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
時
間
以
外
は
留
守
番
電
話
で
受
付
）

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

■
開
催
日
時

　

平
成
20
年
２
月
24
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
開
催
場
所

　

中
央
会
場‥

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

秋
田
店　

ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
入
口

※
な
お
、
ご
相
談
の
際
は
家
の
間
取
り
が
わ

か
る
図
面
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
建
築
住
宅
課

電
話
０
１
８
（
８
６
０
）
２
５
６
５

木
造
住
宅
の
耐
震
に
つ
い
て

お
べ
ん
と
う
持
っ
て
楽
し
め
る

感
動
、
体
験
、
発
見
広
場

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
秋
田
周
辺
地

区
協
議
会
で
は
「
親
子
で
い
く
べ
！
わ
く
わ

く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
わ
く
わ
く
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
楽
し

い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
入
場
無
料
で
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

平
成
20
年
２
月
24
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

■
開
催
場
所

　

秋
田
県
立
博
物
館

（
秋
田
市
金
足
鳰
崎
後
山
52
）

■
入
場
料　

無
料
（
乳
幼
児
託
児
所
有
り
）

■
内　

容　

　

・
マ
マ
さ
ん
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
親
子
演
奏

　

・
ダ
ー
ス
コ
ち
ん
ど
ん
シ
ョ
ー

　

・
わ
く
わ
く
体
験
イ
ベ
ン
ト

　
　

大　

人
（
講
和
・
「
雪
国
の
野
山
の
材

料
と
手
仕
事
」
）

　
　

子
ど
も
（
遊
び
の
体
験
〜
紙
コ
マ
作

り
・
紙
人
形
作
り
な
ど
）

■
申　

込

　

平
成
20
年
２
月
18
日
（
月
）
ま
で

※
昼
食
持
参
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
昼
食
後

は
博
物
館
内
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
地
域
振
興
局

福
祉
環
境
部
児
童
・
障
害
者
班

電
話
０
１
８
（
８
５
５
）
５
１
７
１

親
子
で
い
く
べ　

わ
く
わ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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交通事故相談所をご存知ですか？

「もし交通事故にあってしまったら」
交通事故は誰にとっても突然でどう

したらよいのか、とまどうことばかり
です。
●過失の程度がわからない
●保険金等の請求の仕方がわからない
●賠償問題についてわからない　など
交通事故相談所では専門知識を有し

た相談員や顧問弁護士が無料でいろい
ろな相談に応じています。
お気軽にご相談ください。

【相談・問い合わせ】
秋田県交通事故相談所（アトリオン７階）
電話０１８（８３６）７８０４・７８０５

南秋田つくし苑利用者募集

４月１日、障害者支援施設「南秋つ
くし苑大潟分場」の開所に伴い就労継
続支援 B型を実施します。利用希望
者ならびに問い合わせは下記まで。
【問い合わせ】役場　健康福祉課
電話（８７４）４４１７／有線４４３２

「秋田の消防を考えるつどい」開催  

秋田県消防協会では、水中写真家の
中村征夫氏の記念講演のほか女性消防
団員意見発表やまとい振りの演技など
を行う「秋田の消防を考えるつどい」
を下記の日程で開催します。
どなたでも参加できますのでお気軽

にお越しください。
□日　時　２月９日（土）
　　　　　午後１時30分開場
　　　　　午後２時 開演
□場　所　秋田市文化会館小ホール
□記念講演
　講師：中村征夫氏
（潟上市出身の水中写真家。文化
庁芸術作品賞、秋田県文化功労者
表彰など受賞多数）

　演題：
　　「北海道南西沖地震に遭遇して」
□入場料　無料
【問い合わせ】

財団法人　秋田県消防協会
電話０１８（８６７）７３２０

「中高年齢者就職面談会」開催

□日　時　３月６日（木）
　　　　　午後１時30分～４時
□場　所　ホテルメトロポリタン秋田
　　　　　３階　瑞雲の間
□対象者　仕事をお探しの方
　　　　　（概ね40歳以上の方）
□参加方法
履歴書を持参のうえ、直接会場へ
お越しください。（参加費無料）

【問い合わせ】ハローワーク秋田
電話０１８（８６４）４１１１

秋田県心身障害者扶養共済掛金等が
引き上げられます  
秋田県心身障害者扶養共済制度条例
の一部を改正する条例が、平成 20年
４月１日から施行されることに伴い、
掛金等が引き上げられます。
また、新たに加入する方で、改正前
の現行掛金が適用される特例措置もあ
りますので、詳しくは下記まで。
【問い合わせ】役場　健康福祉課
電話（８７４）４４１７／有線４４３２

振
り
込
め
詐
欺
に　

ご
注
意

―

不
審
な
電
話
、
ハ
ガ
キ
等
が

届
い
た
ら
警
察
に
相
談
を―

従
来
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」「
架
空
請
求

詐
欺
」「
融
資
保
証
金
詐
欺
」
の
３
類
型

を
「
振
り
込
め
詐
欺
」
と
し
て
総
称
し
て

き
ま
し
た
が
、新
た
に
「
還
付
金
等
詐
欺
」

を
含
め
た
４
類
型
を
総
称
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

「
還
付
金
等
詐
欺
」
は
、
税
務
署
や
社

会
保
険
事
務
所
等
を
騙
り
、
税
金
の
還
付

等
に
必
要
な
手
続
き
を
装
っ
て
被
害
者
に

A
T
M
を
操
作
さ
せ
、
口
座
間
送
金
に

よ
り
現
金
を
騙
し
取
る
詐
欺
を
い
い
、
平

成
18
年
６
月
頃
か
ら
認
知
さ
れ
始
め
、
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

秋
田
県
内
に
お
け
る
昨
年
の
「
振
り
込

め
詐
欺
」
被
害
は
、
前
年
比
で
件
数
こ
そ

減
少
し
て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
被
害

額
は
深
刻
で
す
。

◎
オ
レ
オ
レ
詐
欺

〔
手
口
〕
係
、
息
子
、
警
察
、
弁
護
士
、

医
療
関
係
者
、
保
険
業
者
等
を
名
乗
り
、

交
通
事
故
、
金
銭
賃
借
、
妊
娠
中
絶
、
誘

拐
、
わ
い
せ
つ
行
為
、
医
療
ミ
ス
等
の
口

実
を
設
け
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

【
対
策
】
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
。
落
着

い
て
事
実
確
認
。
身
内
や
警
察
に
相
談
。

◎
架
空
請
求
詐
欺

〔
手
口
〕
身
に
覚
え
の
な
い
出
会
い
系

サ
イ
ト
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
の
利
用
料

や
、
債
権
の
譲
渡
を
装
っ
て
現
金
を
振
り

込
ま
せ
る
も
の
。

【
対
策
】
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
支
払

わ
な
い
。
相
手
に
連
絡
し
な
い
。

◎
融
資
保
証
金
詐
欺

〔
手
口
〕
融
資
の
申
込
を
し
た
と
こ
ろ
、

支
払
能
力
を
判
断
す
る
た
め
等
の
信
用
保

証
料
や
手
付
金
等
を
請
求
し
、
現
金
を
振

り
込
ま
せ
る
も
の
。

【
対
策
】
安
易
に
申
込
を
し
な
い
こ
と
が

先
決
。
金
融
会
社
が
融
資
前
に
現
金
を
送

金
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
融
資
前
に
手
数
料
等
の
現
金
振
込

み
を
要
求
し
て
き
た
ら
要
注
意
。

◎
架
空
請
求
詐
欺

〔
手
口
〕
税
金
の
還
付
や
医
療
費
の
還
付

を
装
い
、
携
帯
電
話
を
利
用
し
、
被
害
者

に
指
示
し
て
A
T
M
を
操
作
さ
せ
、
犯
人

が
管
理
す
る
預
貯
金
口
座
へ
振
り
替
え
さ

せ
る
も
の
。

【
対
策
】
税
務
署
や
社
会
保
険
事
務
所

等
に
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

相
手
が
告
げ
た
電
話
番
号
を
う
の
み
に
せ

ず
、
N
T
T
の
番
号
案
内
（
１
０
４
番
）

で
調
べ
て
か
け
る
。
A
T
M
の
操
作
を
求

め
ら
れ
た
ら
要
注
意
。

駐
在
所

駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail webmaster@town.ikawa.akita.jp
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 1 日T

 2 日U

 3 日O

 7 日S～ 18日P

19 日Q～ 3月 17日P

臨時議会 （役場議場）

こどもセンター豆まき会
（こどもセンター）

合同厄払い・還暦祭
（環境改善センター）

わんぱく雪まつり
（赤沢山スキー場）

住民税等申告相談 （葹田コミセン）

住民税等申告相談 （役場大会議室）

の 

保健だより●２月分

２月

麻しん（はしか）の流行について

秋田県内で麻しんが流行しています。

麻しんは非常に感染力が強く、初期症

状は発熱（38℃以上）・咳・鼻水などの

風邪に似た症状が見られ、その後全身に

発しんが出てくる感染症です。感染によ

り肺炎・中耳炎・脳炎などの合併症を引

き起こし、重症化することがあります。

初期の段階で診断することが難しく、気

づいたときには他の人に感染してしまっ

ていることが多いため、予防するには事

前に予防接種を受けるのが効果的です。

母子健康手帳で確認のうえ、まだ接種

されてない方は接種することをお勧めし

ます。

詳細は健康センターの保健師までお問

い合わせください。

【問い合わせ】井川町健康センター
電話（８７４）３３００／有線 ４４５５

わいわい広場だより

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

２月   ４日
18日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票の交付
保健指導、栄養指導

毎週月曜日
※祝日は除く

わ い わ い
広 場

乳幼児・親等が対象。みんなで遊びながら
情報交換や相談(育児、栄養等)もできます

9：30～11：30
健康センター等

３歳児健診
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

2月13日
（水）

３ 歳 児
健 診

Ｈ16年６月～９月生まれ
13：00～13：30
健康センター

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

２月27日
（水）

す く す く
学 級

H19年 11月生まれ
身体計測、保健指導
離乳食について

9：30～ 9：45
健康センター

乳 児 健 診
H19年２月、４月、
７月、10月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく
○７ヶ月児は離乳食指導がありますので１時までに受付を済ませてください

予防接種
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

2月　４日
（月）

BCG接種 Ｈ19年８月２日～Ｈ19年11月５日生児
13：30～14：00
井川町診療所

子宮がん・乳がん検診の予約
対象：元号（昭和）の奇数年生まれの方

医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

湖 東 総 合 病 院 で

検診を希望する方
月～土　9時～ 11時（第２・４土曜日を除く）

病院･福祉活動室

電話875-2100

秋田組合総合病院で

検診を希望する方

月～金　7時 45分～ 8時（検診受付）

【電話予約は毎週月～金曜日の13時～ 16時まで】

病院･福祉活動室

電話880-3013

食生活改善推進員養成講座・協議会研修会
月　日 内　　　容 受付時間・会場

２月22日
（金）

・レクダンス
・反省会

9：30～ 12：00
健康センター

納税は便利な口座振替で！納税は便利な口座振替で！

平成 19年度分確定申告の納期限等は次のとおりです。
　　　　　　　（現金納付）　　　　（口座振替）
申告所得税　３月 17日（月）　　４月 22日（火）
消費税及び
地方消費税　３月 31日（月）　　４月 24日（木）
【問い合わせ】　秋田北税務署管理徴収担当

電話０１８（８４５）１１６２
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井川短歌会詠草
井川短歌会詠草

金
婚
の
記
念
の
旅
を
九
州
へ
出
で
た
つ
日
待
つ
心
は
躍
る 

伊
藤　

陽
子

古
里
の
森
山
し
ず
か
に
雪
被
り
今
日
健
や
か
に
喜
寿
迎
え
た
り 

児
玉
千
代
子

今こ
ん
ね
ん年

の
道
は
明
る
く
開
く
予
感
引
き
し
お
み
く
じ
大
吉
な
れ
ば 

伊
藤
ミ
ヤ
子

命
日
に
祖
母
の
好
み
し
き
ゃ
の
こ
汁
た
っ
ぷ
り
盛
り
て
仏
前
に
供
う 

遠
藤
惠
美
子

孫
智
博
成
人
に
な
り
頼
も
し
く
逝
き
し
息
こ

子
に
代
り
電
話
を
く
る
る 

鈴
木
ヒ
ロ
子

し
ら
じ
ら
と
夜
の
明
け
く
れ
ば
庭
木
々
も
初
日
を
受
け
て
み
な
光
あ
り　

 

鈴
木　

鉱
造

庭
先
の
満ど

う

だ

ん

天
星
の
枝
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
飾
れ
り
曾
孫
の
た
め
に 

小
林　

タ
ミ

心
い
た
む
事
件
続
き
て
眠
ら
れ
ず
雪
降
る
夜
に
涙
あ
ふ
る
る　

 

伊
藤
千
代
美

七
草
は
胃
腸
に
よ
い
と
粥
を
た
き
久
し
振
り
に
て
心
あ
た
た
む 

工
藤　

美
穂

山
の
端
に
初
日
の
光
り
輝
や
け
ば
今
年
の
幸
を
吾
は
祈
り
ぬ　

 

渡
部　

光
造

風
倒
木
は
沢
々
の
径
を
遮
り
て
里
山
訪
ぬ
る
人
影
を
見
ず 

小
林　

喜
作

不
思
議
か
な
犬
の
乳
を
ば
飲
み
育
つ
猫
は
散
歩
も
欠
か
さ
ず
供
に
す　
　

 

斎
藤
冨
美
男

淡
雪
を
除
き
て
庭
に
穴
掘
り
ぬ
今
朝
息
絶
え
し
小
鳥
埋
め
ん　

 

す
ず
き
い
さ
む

この英会話は、毎週水曜日に定時有線放送で放送します。
「ひとくち英会話」のテキストとしてご利用ください。

Traveling
旅　行

I went to Singapore and Malaysia 

during Winter Vacation. It was 

easy for me to communicate 

in English. I enjoyed speaking 

English in stores, taxies, hotels, and restaurants. 

English is an important language all around the 

world. I think by understanding English, going 

abroad is very easy. Even in Japan, I speak 

English when I travel. If you want to travel, 

please study English!

私はこの冬休みシンガポールとマレーシアに行ってき

ました。英語が通じるので、コミュニケーションが楽

でした。店やタクシー、ホテルやレストランなどで英

語での会話を楽しみました。

英語は世界中で重要とされている言語です。英語が分

かると海外へ行くのがとても簡単です。日本にいたっ

て、私は旅行の時、英語を話しますよ。もし旅をした

いのなら、ぜひ英語を勉強してくださいね。

門間 智樹さん（さくら）

プロ野球選手になって
ヒットをたくさん打っ
て活躍したいです。

安田　  楓さん（寺沢）

保育士になって、子供
達を楽しませてあげた
いです。

半田 莉菜さん ( 羽立 )

保育士になって、カワ
イイ子供たちとたくさ
ん遊びたいです。

鷲谷 美紅さん（さくら）

看護師になって、病気
の人や困っている人を
助けたい。

畠山 大地さん（海老沢）

生物学者になり、いろ
いろな生き物を見て、
研究したいです。

八柳 翔紀さん（街道）

一級建築士になってみ
んなが喜ぶような家を
作りたいです。
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秋田工業高校
野　球　部

伊藤壮大さん（２年・中下村）

菅
生　

蓮れ
ん

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

　

父
・
正　
弘
さ
ん

さ
く
ら
町
内

母
・
裕　
巳
さ
ん

明るく元気な蓮は我が家のアイドルです。
（怪獣かも !?）
毎日、お姉ちゃんお兄ちゃんと楽しく
遊んでいます。
いろんな人とふれ合いながら、「蓮華」の華の
ように心清らかにスクスクと育ってください。

みんなのひろば

図書カードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 町の今後を占う町議会議員選挙、投票率

は何％だったでしょうか？

(2) 町民税等の申告相談が始まるのは何月何日？

◆応募の方法

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢

を記入してください。

◆あて先

〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場 税務町民課 広報担当まで

◆しめきり

２月 20日 ( 水 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で３人の方に図

書カードをプレゼントします。

前回の答えは、（1）ベスト８ （2）１月27日　

でした。

広報クイズ　No.198

205

『一年の計は元旦にあり』

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
２
年
生
の
伊
藤

壮
大
さ
ん
。

「
自
分
は
積
極
的
に
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て

い
く
方
で
は
な
い
が
、
与
え
ら
れ
た
役
割
を

し
っ
か
り
黙
々
と
や
る
タ
イ
プ
」
と
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
ら
し
く
冷
静
な
自
己
分
析
。
こ
の
冬

は
自
分
の
武
器
で
あ
る
肩
の
強
さ
と
送
球
の

正
確
性
を
磨
く
と
同
時
に
課
題
の
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
と
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
の
精
度
向
上
に
力
を

注
ぎ
ま
す
。

伝
統
あ
る
秋
工
野
球
部
で
す
が
、
甲
子

園
か
ら
は
昭
和
61
年
以
来
遠
ざ
か
っ
て
い

ま
す
。「
甲
子
園
は
最
終
目
標
だ
け
ど
、
ま

ず
は
目
の
前
の
１
試
合
を
集
中
し
て
戦
い
た

い
。
今
年
の
チ
ー
ム
は
注
目
さ
れ
て
な
い
の

で
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
と
な
っ
て
勝
ち
上
が
り
た

い
」「
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
っ
て
と
こ
強
調
し
て

く
だ
さ
い
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
が
、
そ

の
視
線
は
あ
と
半
年
と
迫
っ
た
最
後
の
夏
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

１
月
中
旬
、
気
温
は
連
日
氷
点
下
。
刺
す

よ
う
な
冷
た
い
空
気
の
な
か
、
秋
田
工
業
室

内
練
習
場
に
は
野
球
部
48
人
の
引
き
締
ま
っ

た
大
き
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
盛
り
上
が
っ
た
り
助
け
合
っ
た

り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜
群
で
す
」
と
い
う
野

球
部
で
副
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
そ
し
て
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
ま
さ
に
チ
ー
ム
の
要
の

１月１日、藤田道場空手道教室で行われた

恒例の元旦初稽古にお邪魔してきました。

まずは雪で真っ白になった道を素足でラン

ニング。子どもたちは冷たさで足を真っ赤に

させながらも大きな声を上げて元気に走りま

した。その後は道場に入り、気合のこもった

真っ直ぐな表情で一年の最初の稽古に臨みま

した。

稽古にあたって藤田師範は「やる気がある

かどうかは目線でわかる。小中学生はスポー

ツ選手としての自覚を持つこと。高校生は勝

負の年、それを態

度でしっかり示し

て欲しい」と話さ

れました。

今年１年の選手

達のご活躍を期待

します。
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菅 利光／1970年愛媛県生まれ。

東京造形大学卒。国展新人賞、

東京野外彫刻展、国展彫刻部奨

励賞、国展K氏奨励賞、国展準

会員優作賞など受賞多数。

空が揺れる時・水音
黒御影石、ステンレススチール、金箔
（80×80×352㎝）

菅　利光（東京都）

日本国花苑の
彫刻たち〈27〉

　

四
つ
の
黒
御
影
石
の
重
な
り
が
ス
テ
ン

レ
ス
の
支
柱
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
石
の

上
面
に
刻
ま
れ
た
円
は
、あ
ふ
れ
る
泉
だ
。

い
く
つ
も
の
波
紋
を
描
い
て
広
が
っ
て
い

る
。あ
ふ
れ
た
水
は
石
の
表
面
を
つ
た
い
、

流
れ
落
ち
、
ま
た
新
し
い
泉
に
な
る
。

　

石
の
隙
間
に
見
え
る
金
属
の
輝
き
は
全

く
異
質
だ
が
、
水
の
流
れ
を
表
現
す
る
の

に
は
な
か
な
か
効
果
的
だ
。
石
の
表
面
に

刻
ま
れ
た
白
い
線
の
重
な
り
は
流
れ
落
ち

る
水
な
の
だ
ろ
う
。彫
刻
と
い
う
よ
り
は
、

絵
画
的
な
表
現
で
あ
る
。
そ
っ
と
指
を
さ

し
だ
し
て
水
の
し
ず
く
に
触
れ
て
み
た
く

な
る
。

　
「
水
が
身
体
に
入
っ
て
い
く
よ
う
に
、

見
る
人
の
視
覚
や
触
覚
に
や
さ
し
く
伝
え

た
い
。」

こ
の
作
品
の
前
に
立
つ
と
、
管
の
語
る
言

葉
の
意
味
が
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
作
品
は
苑
地
の
お
花
の
園
に
近
い

キ
ャ
ン
プ
場
に
設
置
さ
れ
た
。
や
や
離
れ

て
大
き
な
沼
が
見
え
る
の
だ
が
、
芝
生
の

上
に
あ
る
こ
の
作
品
の
水
源
を
思
わ
せ
、

な
か
な
か
素
敵
な
場
所
の
選
択
だ
。

  

水
は
心
を
な
ご
ま
せ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
建
物
が
林
立
す
る
街
な
か
の
小
さ
な

川
で
さ
え
、
我
々
は
自
然
と
と
も
に
あ
る

こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
。
芝
生
の
上
に
あ

る
こ
の
石
の
泉
を
見
て
い
て
、
ふ
い
に
、

以
前
飛
行
機
の
窓
か
ら
眺
め
た
、
水
を
一

杯
に
た
た
え
た
田
園
の
風
景
が
頭
に
浮
か

ん
だ
。
林
も
家
々
も
ま
る
で
水
の
中
に
浮

か
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
あ
の
風
景

で
あ
る
。
そ
し
て
今
度
は
、
作
品
の
向
こ

う
に
見
え
て
い
る
沼
の
ほ
と
り
を
歩
い
て

み
た
く
な
っ
た
。

　

ほ
ん
の
わ
ず
か
の
時
間
向
き
合
っ
た
石

の
泉
は
、
あ
た
ふ
た
と
せ
わ
し
い
心
に
、

忘
れ
て
い
た
小
さ
な
潤
い
を
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
た
。　

秋
田
県
立
近
代
美
術
館副

館
長  

小
笠
原  

光

編集雑記 

▼
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
全
県

大
会
、
男
子
優
勝
、
女
子

３
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い

結
果
、
新
年
早
々
町
を
活

気
付
け
る
ニ
ュ
ー
ス
で
し

た
。
全
国
・
東
北
大
会
の

経
験
は
子
供
た
ち
に
と
っ

て
貴
重
な
財
産
に
な
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な

で
応
援
し
ま
し
ょ
う
▼
今
回
の
男
子
の
優
勝

は
７
年
ぶ
り
と
の
こ
と
。
そ
の
７
年
前
を
経

験
し
た
選
手
が
昨
年
高
校
を
卒
業
し
、
我
が

井
川
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の

練
習
で
は
実
力
差
を
考
え
ず
に
無
謀
な
勝
負

を
挑
む
私
を
い
つ
も
涼
し
い
顔
で
抜
き
去
っ

て
い
く
カ
ワ
イ
イ
や
つ
で
す
。　
　
　
　

ひ


